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途上国における作物保護と農薬

梶原 敏 宏

現在、地球の人口は54億、毎年 l億人のペースで増え続け、

21世紀半ばには100億に達すると予測されている。このよう

な爆発的人口増加に対応して、充分な食料が供給できるのか

危｜呉きれており、今後の世界の食料生産の可能性を十分に検

討しておく必要がある。

食料の生産を増加するには先づ耕地面積を増やすことが考

えられるが、地球環境の保全や開発に要する莫大な経費など

の点から自ずと限界がある。とすると食料を増産するには、

既耕地の生産性を如何にして向上するか大きな課題になろう 。

このためには、バイオテクノロジーなどの先端技術によって

高収量の作物を育成することも一つの方法であるが、生産過



程でのロスを最小限度に担llえるのも有効な方法

であることは自明である。

作物生産のロスの大きな要因には、病害虫、雑

草の発生がある。病害虫・雑草による作物生産の

損失は、穀類の生産だけに｜浪って見ても、可能生

産量の35%に達すると推定されている（Walker,

1975）。 1991年の世界の穀類の生産高は 16億

9500万トンとされているので、上記の被害があ

るとすれは、その損失高は 9億1270万トンに達

する。この量は、一人一日 2500Kcalを消費す

るとして、単純に穀類に換算して計算すると、

一人一年の消費量は約300kgになるので、実に

30億4200万人を 1年間養い得る量である。

この数字は単なる推定であり、確固たる証拠

がないとする人もあろっ 。しかし、1991-1992年

にかけて、日本植物防疫協会の委託により日本

各地で行われた 「農薬を使用しないで栽培した

場合の病害虫等による被害調査試験」の結果も、

穀類ではほぼ同様の減収率を示しており、上記

35%の損失はほほ妥当な数字であると言えよう。

これは世界の食料を碓保する上で作物保護が極

めて大きな役割を果たすことを物語っている。

病害虫の被害を回避するには、先ず抵抗性品

種の利用が考えられる。このため国際農業研究

機関をはじめとして、各国の研究機関も主要な

病害虫に対する抵抗性品種の育成を重要な課題

として取り上げ、着々とその成果をあげている。

最近では遺伝子の組換えなど、先端技術により

ウイルス抵抗性品種も育成されている。しかし

ながら、数多い種類の病害虫すべてに対して抵

抗性を付与することは不可能に近い。イネ紋枯

病のように、これまでの多くの努力にもかかわ

らず、未だに抵抗性品種が作出されないものも

ある。まだ抵抗性品種を苦労して作出しても、

イネいもち病、ジャガイモ疫病、トビイロウン

カに代表されるように、病害虫の寄生性の変化

によ－！：＇.，て抵抗性が崩壊する事例も多い 。

周知のように、これまで病害虫、雑草の防｜徐

第26回熱帯農業研究国際シンポジウム

に農薬が大きな役割を果たしてきた。とくに第

2次世界大戦後は効果の高い農薬が開発され、

食料の安定生産に貢献した。しかし、レーチェ

ル ・カーソン女史の「沈黙の春」に代表される

ように、農薬の毒性や残留、環境に対する彬響

などが指摘された。その後、関係者はこのよう

な指摘を謙虚に受止め、現在は厳密な急性、慢

性その他の毒性試験を経て、安全で効果の高い

農薬が生産されている。また、わが国その他の

先進国では安全な使用基準が定められ環境に対

する配慮も十分に行われている。にもかかわら

ず、病害虫防｜徐に農薬を使用することは罪悪で

あるかの如き論調は後を断たない。

農薬を使用せずに世界の食fl・が確保されれば

それに越したことはない。しかしながら農薬な

しに食料の確保は不可能である。と付て開発途

上国では、病害虫によって壊滅的な被害を蒙る

こともしは、しばであり、農薬の使用により、収

量が2倍以上になったという事例も多い。また

途上国では農家の経済的な負担も大きいとの理

由からも農薬の使用は敬遠されがちである。

21世紀に向けての食料確保を視点におき、今

後途上国において病害虫防除の有力な武器であ

る農薬を安全に有効に、かつ経済的に使用する

にはどのようにすればよいか、病害虫の生態研

究と相候って、そろそろ本格的な研究を開始し

てもよい時期に来ているのではないだろうか。

（日本植物防疫協会理事長、AICAF技術参与、

CIP理事、元熱研センタ一所長）

熱帯における荒廃林地の回復 ーその技術的アプローチー

第26回を迎えた熱帯農業研究センター主催

（森林総合研究所協力）の熱帯農業国際シンポ
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ジウムは1992年 9月16、17日の2日間、茨城県

つくば市にある科学技術庁研究交流センターで



行われた。同年 6月にはブラジルで 「地球サミ

ット」が開催され、熱帯林の減少が人類の将来

を揺るがす重要なテーマのーっとして議論され

た後だけに、当シンポジウムの開催は内外から

大きな関心が寄せられ、民閉会社やNGOグル

ープ、さらに日本滞在の外国人 （30人）も多数参

加されて、参加者総数150人を越えた。シンポ

ジウム第一日は、小林仁熱帯農業研究センタ

一所長、貝沼圭二農林水産技術会議局長、勝目

柾森林総合研究所所長による挨拶の後、国際機

関からの基調報告が行なわれた。それらは、「熱

帯林の諸問題」（M.Kashio, FAO：世界食料農

業機関） 「国際森林研究センターの発展と役割」

(I. Bevege, ACIAR：オーストラリア国際農業

研究センター）および 「国際熱帝木材機構と熱

帯における荒廃林地の回復」（E Ze Meka, 

ITTO：国際熱帯木材機構）であった。続いて行わ

れたテクニカル・リポートは 3セッションからな

り、 8か国から18の研究報告がなされた。総合

討論は時聞の関係上、十分な質疑、討論をする

ことが出来なかったのが惜しまれたが、今後の

研究方向の一端が提示された。最後に、安永朝

海組織委員会委員長 （森林総研次長）より、今

後の熱帯林研究と互いの研究協力の発展を願う

旨の閉会の挨拶によって 2日間にわたるシンポ

ジウムは終了した。講演は多岐多様のため本誌

では省略するが、シンポジウムのプロシーデイ

ングが TropicalAgriculture Research Series 

(TARS) No .26として刊行が予定されている

ので、参照されたい。

第27回熱帯農業国際シンポジウムのお知らせ

熱帯干農業研究センターは、毎年、熱帯農業に

関する国際シンポジウムを開催しておりますが、

本年は下記のようなテーマで実施することにな

りました。なお、今回のシ ンポジウムは、農林

水産省農業試験研究一世紀記念事業の一環とし

て開催を予定しています。

テーマ ：「熱帯における植物遺伝資源の

探索導入 ・評価 ・利用」

( Plant Genetic Resource Manage-

ment in the Tropics) 

日時：平成 5年 8月25日（水）～26日（木）

会場：農林水産技術会議事務局筑波事務所

農林ホール

干305茨城県つくば市観音台2-1-2

Tel. 0298-38一7201（庶務係）

8月25、26日の両日はシンポジウム、 27日は

エクスカーション ・ツアーを計画しています。

近年、熱帯地域を中心に自然および農業環境

の変化に伴って世界的に有用な植物遺伝資源が

急速に消失しつつあります。このシンポジウム

では、熱帯地域の植物遺伝資源を対象に探索導

入から評価利用まで広範な話題提供と今後の国
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際研究協力に関する討議を予定しています。

シンポジウムは、 「植物遺伝資源研究におけ

る国際機関の役割」についての基調講演と 4つ

のセクション （I .探索収集、 II、評価・利用、

III 保存、 N.情報処理）から構成され、招待

講演予定者は次の通りです。

国際研究機関 ：IPGRI（国際植物遺伝資源研究

所）、FAO（国際食糧農業機関）、IRRI（国際

稲研究所）、CIP （国際ば、れいしょ研究セン

ター）、ICARDA（国際乾燥地農業研究セン

ター）、 IITA（国際農業研究センター）等

海外国立研究機関：中園、タイ、ベトナム、バ

ングラデシュ、インド、フィリ ッピン、スリラ

ンカ、チリ等

主催 ：熱帯農業研究センター

協 力：農業生物資源研究所

問い合わせ先 ：熱帯農業研究センター

調査情報部

大里T芳和（Tel0298-38-6304) 

( FAX .0298-38-6342) 



熱帯イネウィルスの実用血清診断技術のマニュアル化

イネのウィルス病を防除するには病原ウィル

スの正確な同定が不可欠である。各種診断法の

内、血清検定法は高感度、簡便で所用時聞が短

いなどの長所を有している。そこで各ウィルス

に対する抗血清を作製し、大量検定および少数

の試料を緊急に同定する各局面に応じた最適検

定法の検討を行った。

イネ萎縮ウィルス （RDV）、イネ ・ゴール・ド

ワーフ ・ウィルス（RGDV）、イネ黒条萎縮ウィ

ノレス（RBSDV）、イネ ・ラギット ・スタント ・ウ

イルス（RRSV）、イネツングロかん菌；｜犬ウィノレ

ス（RTBV）、イネツングロ球状ウィルス（RTSV）、

イネわい化ウイルス（RWV）、イネ黄葉ウィルス

(RTYV）、イネ縞葉枯ウィルス （RSV）、イネ ・

クラッシー・スタント ・ウィルス（RGSV）の各

ウィルスに対する抗血清を作製した。これらの

血清を用い、 ELISA法および簡易ELISA法に

より全ウィルスが検出できた。またウィルスの

種類、検定数および緊急度に応じて推奨される

検定法を明らかにした。推奨される検定法では

ウサギ一頭から得られるう血清を使うと50万～

' ~, ..、

...＿ー

ELISA；去によるイネ縞葉枯ウイルスの検定

200万検体の検定が可能で、ある。以上、アジア

地域におけるイネウィルス病発生の早期診断、

保毒虫検定による発生予察およびウィルス病抵

抗性品種のスクリーニング等状況に応じ、実用

的血清診断が可能となった。また全ウィルスに

ついて当座の血清をストックするとともに、血

清の作製手法および供給体制を確立した。

（大村敏博、石川浩一、日比野啓行、

土l崎常男、高橋義行、匠原監一郎）

熱研電子ファイルシステム（TRODIS）の構築

1 はじめに

熱研は海外での共同研究を効率的に実施する

ため各地域の農業の特性、問題を的確に把握す

ることに努めている。熱研職員が調査・収集し

た熱帯 ・亜熱帯諸国の農業情勢、農業研究、研

究機関等に関する情報及び先進国の熱帯農業研

究機関情報、更に一般の書誌、地図、図表等の

多量の情報を電子ファイルシステムを用いて、

そのままイメージ情報として電子情報化し、効

率良〈整理する ことを考えた。

このため、ハードウェア等を早急に整備し、

テータベースシステムを構築するとともにネッ

トワークを介して端末装置からアクセスして利

用できるように髭備している。

構築されたシステムは熱研電子ファイルシステ

ム（TRODIS:Tropical Agriculture Research 
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Optical Disk Information System ）と称して

いる。

2.システムの構成

システムの構成は以下の通りである。

( 1）処理装置： 32bitCPU、5.25インチ追記型

光ディスク、318MB磁気ディスク、 5.25イン

チフロ ッピーディスク装置、 2ボタン式マウス

(2）ディスプレイ ：17インチ縦型モノクロティ

スプレイ

(3）キーボード： JISキーボード

(4）イメージスキャナ ：最大A3サイズ、解像

度200-400dpi、64階調

(5）レーザプリンタ ：最大A3サイズ、解像度

200-400dpi、2階カセット給紙

3.検索項目

本システムを用いて必要なデータを検索する



ための検索項目は①タイトル、②副題、③フリ

ーキーワード （最大10項目 ）、④対象分野（専

門研究分野）、⑤機関分類 （データ発生機関）、

⑤対象作物等 （研究対象作物等名）、⑦国名（研

究を行った国名）、⑧文書形態（雑誌、単行本、

パンフレット等文書の形態）、⑨書誌名（文書

の掲載されている雑誌名等）、⑬発行機関（文

書の発行機関）、⑪著者名（文書の著者名又は

発行所等）、⑫所属機関（著者等の所属機関、

巻、号、ページ）、⑬発行年（文書の発行年月

日）、⑪地域名 （研究を行った地域名）の14項

目である。

4.利用方法

ネットワーク等を利用して各研究室又は各場

所から本システムを利用するためには専用の端

末装置か又はノfソコン用のソフトウェアが必要

です。利用に当たっては熱研調査情報部に対し

申請して下さい。本システムの利用のためのマ

ニュアルについては熱研資料No.84として作成済

みですので参照して下さい。

鈴木光雄（調査情報部）、

鈴木大助（現農研セ）

熱帯牧草のシードベレット化と播種技術の開発

沖縄県では土壌の物理的・化学性が劣悪な上、

干ばつがしばしば来襲し、草地造成の妨げとな

っている。また、熱帯牧草種子は微小なものも

多〈、均一にかつ適当な深度で播種することが

困難である。 この問題を解決するのに種子のぺ

レッ卜化が有効と考え、ギニアクラスのナツカ

ゼ及びナツユタカと熱帯マメ科牧草のサイラト

ロ（Macroptirium atro戸uゆureum;cv.Siratro）、

セントロ（Centrosemaρubesceηs;cv. Centro) , 

ベラノ（Sりlosantheshanata;cv . Verano），ク

リーンリーフ（Desmodium intortum;cv . Gree-

nleaf)，シルバーリーフ （D.unciηatum;cv.Silv 

erleaf)，グリシン「チナルー」（Neonotonia仰 th-

tii,Glycine cv. Tinaroo）を用いて試験した。

シードペレット化には不二パウダル製のニー

ダ一、ペレッタ一、マルメライザーを用い、基

材は黒ボク土で、必要に応じベントナイトを添

加し、 含水率を約30%にした。ペレットは球形

で、ギニアグラス、スタイロおよびグリーン

リーフは直径約 8mm、他は12-1. 5cmにし、ペ

レット 1粒から1-5固体が発芽するように種子

量を調節した。爽付きのスタイロ以外のマメ科

種子のペレットは乾燥時にひびが入ったことか

ら、 3-6時間吸水処理を行った種子を用いてペ

レットイじする新技術を開発し、ひび害ljれを防い

fご。

このシードペレ ットは速やかに土壌から吸水
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し、水分保持力も備えており、種子単独よりも

発芽率が高くなった。また、ペレットへは各種

微量要素の添加も容易であり、溶リンの場合は

基材3.3kgに対して 1.2kgの多量添加が可能で

ある。ペレットは輸送や機械播種を行うのに十

分な硬度を備え、機械適応性も高〈、グレイン

ドリリルシーダーやリンクベルト式矯種機で均

一に播種することが可能で‘あった。

（沖縄支所 （現広島農技センター）中川 仁、

草地試清水矩宏、沖縄県畜試庄子一成）



熱研の研究計画・成果検討会

多くの開発途上国では農業が国家の基幹産業

である。熱研は途上国の農業試験研究機関との

共同研究により、それらの国々の農業の発展に

貢献してきたし、今後は質量ともに有効な貢献

を行いたいと考えている。

そのためには、研究戦略を立て、それに基づ

いた研究を進めなければならない。得られた成

果は先ず研究者自身が紹介し、厳しく検討され

なければならない。成果と計画を熱研全職員カ、

参画し討議する場として標記検討会が毎年、沖

縄支所においては 1月中旬に 1日問、 本所にお

いては 2月上旬に 2日間、開催されている。そ

こでは全研究課題の成果及び次年度計画が研究

員全員から発表され、コメントや質疑が行われ

る。なお長期在外研究員の多くはこの検討会に

は参加できないが、事前にこの検討会のために

提出されている成績概要書に基ついて担当部長

が代わりに発表し 、時には後述の帰国報告会や

季刊報告書等も参考にされる。

最後に、これらの検討結果を受けて当年度の

主要研究成果の候補の選択が予備的に行われる。

これらの主要研究成果の候補は所議でオーソラ

イズされて後に熱帯農業の推進会議に提出され

るとともに、必要に応じて他の推進会議にも提

出される。一方、支所の検討会においては、本

所から研究部長や研究技術情報官が適宜出席し

て、助言等を行うこととし、検討を実り豊かに

するような努力がなされている。

この検討会の一部を構成するものではないが、

熱研では20数年前の海外派遣第 1号から帰国報

告会が行われている。その内容は主に試験研究

成績を紹介するものである。この開催案内はつ

くは、農林場所とともに広〈技会等へも送られて

おり、参加者は熱研職員のみに限らない。報告

会では時には厳しい批判を受けることもあるが、

有益な示唆等を受けることが多く、次回の海外

出張計画への活力となっている。

（企画連絡室）

招へい共同研究者のプロフィール

国際共同研究科が招へいした研究者の氏名、

①年令と性別、②現職、③研究課題を紹介する。

アjレコ・／＼トリ ック ：PatrickA ALUKO 

①44男②ナイジエリア林業研究所主任研究員

③酸性土壌におけるアカシア、 リュウキュウマツ苗

の成育に対するリン酸、石灰及び‘外生菌根の効果

センブクデイー・ウタイ： UthaiCENPUKDEE 

①40男②タイ農業局ラヨン1111作センター主任研究員

③アブラナ利作物耐著性品種特性とその発現機作

チャイテップ・ワリー： WareeCHAITEP 

①42女②農業局プレー稲研究センタ一主任研

究員 ③水田土壌への稲わら及びセルロース添加

による窒素付力日とこれに関する微生物相の解明

チョウハン・ヤシパル ：YashivirSingh CHAUHAN 

①36男②国際半乾燥熱帯作物研究所研究員

③マメ類及びアブラナ科作物の耐暑J 生の機構

ハナリダ・ソマントリ・イタ： HANARIDASOMANTRI Ida 

①41女②インドネシア食用作物中央研究所主任研
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究員 ③耐塩性イネ品種の生理学的特性評価

ヒダヤッ 卜・イ卜ー： lteuMargaret HIDA YAT 

①40女②インドネシアレンパン園芸研究所主任研究員

③パインアップル、サツマイモ遺伝資源の長期保存法

イスラム・オベイダル： MD.Obaidal ISLAM 

①40男②パングラテシュ農業研究所植物遺伝資源

センター主任研究員 ③タロイモ遺伝資源の長期保存

オッ卜一・アーネス卜： ErnestOTTO 

①40男②カ、ーナ作物研究所生理部長 ③ヤム

イモ遺伝資源の凍結保存法

シヤーマ・ブリ ジヱシ： BrijeshDutta SHARMA 

①32男②イン ド中央乾燥地研究所主任研究員

③ササゲ、ソルガム輪作におけるリン酸I吸収に

及ぼすVA菌恨菌接種効果

ヤオツオ ン・ツァン ：ZhangYAOZHONG 

①30男②中国主南省農業科学院準研究員 ③ 

耐塩性イネ品種の特性評価

（国際共同研究科長 仙北俊弘）



人 の 動 き
0異動関係

平成5年 1月11日付 （調査情報部研究技術情報官） 尾和1 1尚人

派遣職員（国際半乾燥晶帝作物J研究所、平成6年II月30日まで） 平成5年 1月24日付

(I車境資源平lj用部） 片 山 勝 之 派遣復帰（基盤技術研究部主任研究官）

平成5年 1月16日付 （基盤技術研究部、国際半乾燥凱帯作物研究所） 荘：水仕ー

農業環境技術研究所資材mJJ態苦i；肥料動態科長

0海外出張者氏名（平成4年12月～5年2月）

氏名 所 属 出 先 出張 WJ 附

研究管理調査 杉 本 忠 利 農林水産技術会議事務局 タイ、インドネンア 05.02.03～05 .02 .11 

山下忠明 ?,-!, 。庁 タイ 、インドネンア 05.02.03～05.02 .11 

小村、 熱 。庁 タイ 05.02.14～05.02.18 

E主ti 明義 主え j)f タイ 05.02.14～05.02.18 

専門部門別海外調査 宮豆俊一 主え 日「 ソロモン蒜島、バヌアツ、 04.10.31～04 11 17 

ニュ カレドニア

大 野 芳 和 熱 l/f スペイン、ポノレトガル 05.02.28～05.03.17 

短期在外研究 菅 原 和 夫 熱研（沖縄支所） 7レインア 05.01.14～05.02.09 

(Jt敷弘［を ~-!, u)f アルゼンチン、コスタリカ、 04 12. 16～05. 01 12 

メキンコ、アメリカ合衆国

旧 内 祁 之 森林総合研究所 7レインア 05.01.27～05.02.17 

（九州支所）

償回 llfaJ彦 森林総合研究所 インド不ンア 05.01.05～05.01.20 

千 葉 幸 弘 森林総合研究所 7ィリピ／ 04 .12. 21～05.02.18 

(iii）熱研

出1 J草生 熱 u)f 7ィリピン、タイ 04 .12. 21～04.12.29 

出畑i t公•v 生九 』i)f ノごキスタ／ 04 .12. 21～05.01.24 

内田 叫ヂム刊 執 。If ノマキスタ／ 04 .12. 21～05.01.24 

波辺 巌 熱 。If タイ、イ／ドネンア 05.01.1 l～05.02.09 

八木繁1't 昼弘 l/f ケニア、オランダ 04 12.20～05.01.27 

随凹幸夫 熱 l/f スリラノ力、タイ 05 .01 12～05. 03. 08 

水野正巳 農業総合研究所 モロ yコ、7ランス 05.01.25～05.02.20 

持上司1太郎i ｛＇！業総合研究所 モロ yコ、フランス 05.01.25～05.02.20 

凶 ヰ日文 1:1業研究センター タイ 05.01 I l～05.02.09 

大谷英児 森村、総合研究所 インドネンア 05.01.1 1～05.02.08 

1ij) 道生 熱 日f ノぞキスタノ 05.01 16～05.01.27 

中｜亜和年 九州際業試験場 イ／ド平ンア 05 .01 .21～05.02.19 

(ijj）熱研

若村定男 蚕昆f,/f（利I）熱l/f マレインア 05.02.03～05.03 05 

中世l ’克 生川lf(i'l1純支所） タイ 05.02.25～05. 03. 25 

白子1 4羊ー J:＇！業環境技術研究所 タイ 05.01 18～05.03.17 

(fil）熱研

政川 ｛言弘 ~-!, l/f インド平ンア 05 .01 .21～05.02.19 

櫛，；1 史郎 草地試験場 タイ 05.02.03～05.02.28 

（山地主場）

/ljl古I¥ I珂iを 1jiJ血試験場 7レインア 05. 02 .17～05. 03 .17 

草場 qk 1:1業環境技術研究所 フィリピン 05.02.25～05.03 .11 

((ii ）熱研

1:rt阿哲夫 熱Mti'l1縦支rvrl タイ 05.02.24～05. 03. 24 

村日l仲夫 主九 日f 7ィリピン 05.02.14～05.02.20 

大津普，；1. 県ll't試験場（口之は支場） タイ 05.02.24～05.03.24 

加藤民次郎 タλ 日f 7ィリピン 05.02.14～05 02 20 

長期在外研究 森下昌三 タ九 日f 中華人民共和国 05.01.26～05.06.19 

'i:i樫 ji)fif; 軌 。庁 エチオピア、ケニア 05.01.10～05.03.21 

丸山 1品 熱 。If 7レインア、タイ 05 .01 I l～05.09.20 

春T君、官、，；1. 熱 研 中華人民共和国 05.02.03～05.05.26 

諸岡 l圭昇 生λ 。If ？レイノア 04.09.02～05.02.17 

問 団 謙 介 書－！， 目If コロンビア、 7ィリピン 05.01.19～05.03.29 
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謁 熱研とインドネシア林業省研究機関との共同研究

ジャワでは種々の林業害虫が長い間問題と な

ってきたが、最近他島の新しい造林地でも害虫

が顕著にな りつつあ り、 今後新たな害虫が続発

する可能性も高い。 こうした状況に対処し効果

的な防除システムを機能させるには、 これらの

昆虫の生態に関する基礎的な研究が不可欠で、あ

る。害虫の生態学的研究に基づき人工林保護に

寄与することを 目標として、熱研とインドネシ

ア林業省の林業研究開発庁（AFRD）の共同研

究プロジェク トが1991年から始められた。

この研究は AFRD傘下の研究機関の中枢に

あたる西ジャワ州ボゴールの森林研究開発セン

ター（FRDC）を基地としている。主調査地を南

スマトラ州にある支所のブナカ ット造林技術セ

ンター（BTRBenakat）のブナカ ット再生造林

地に設定した。ブナカ ット地区のBTR造林地

は3000ヘクタールで約100区画に37樹種が植え

られている。植林は草原化した荒廃地（アラン ・

アラン）の森林再生を目的として JICAとの協

力で1980年に始められ、JICAプロジェクト

終了後もBTRが植林を続けてきた。

現在最も解決を急、〈必要のある害虫はアルヒ

マホガニーマダラメイガに食害されたマホガニーの枝

熱研ニュース Vol3 No.4 

ジア、アカシア類のマレーアオスジカミキ リ

( Xystrocera festiva）とマホ方、ニーのマホカニ

ーマタラメイカ（Hypsipyla robusta）である。

ジャワ島ではパルプや軽用材を目的として数

十年来アルビジアを広〈植えてきているが、樹

幹へのマレーアオスジカミキリの穿孔害が甚大

である。近年木の成長に伴ってアルビジアだけ

でなくアカシア 2種へのマレーアオスジカミキ

リによる加害も 目だってきた。このため早急な

防除法確立が求められている。マレーアオスジ

カミキリは壮令木に大きな被害をもたらしてお

り、より若い林分にも広がりつつある。また東

ジャワチト｜クディリにある第二林業公社（PERUM

Perhutani II ）のアルビジア被害林にも副調査

地を設置している。

マホガニーは高品質材として著名であるが、

マホカ‘ニーマタラメイカ、、はその幼令樹の新梢に

集中的に穿孔加害し、樹型を悪化させる。この

ため、ジャワ島における商業林の損失は大きく 、

他島においてもマホカ、ニーの導入は敬遠される

傾向にある。FRDCと BTRはともにさまざま

な植栽的防除法を試みてきており、本研究でも

ブナカ ットに試験造林を行い植栽的防除法をさ

らに発展させる予定である。

このプロジェクトは 3年聞の予定で、以下の

ような成果が期待される ：

1 マレーアオスジカミキリの生活史と個体

群動態の詳細な知見と防除法

2. マホガニーマダラメイガの被害を回避す

るため最適な植栽法的防除法の開発

3. 各種森林昆虫の生態的知見のとりまとめ

（研究第一部松本和馬）
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